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標準化に対する取り組み 



標準化への取り組み 
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 1)  マルチベンダシステムや異なる施設間での安全かつ円滑な情報交換を 
    実現する上で 標準化技術は重要な鍵 と考えています 
 

 2)  標準化に対応することで、様々な施設やシステムとの情報共有を図る 
     ことができ、医療過誤防止や医療情報サービスの向上に大きく寄与 
    すると考えています 
 
 （富士通はHL7やDICOMの採用など、医療情報交換のための標準規格を 
   いち早く取り入れてきました） 

・ 1994年7月に、東大病院様にて HL7を採用した国内初のシステム を実現 
・ 2005年3月に、埼玉医科大学総合医療センター様にて 国内初のIHE-J 適用  
  を短期間で実現 
・ 2009年8月に、富士市立中央病院様にてSS-MIX対応の病院情報システム 
  を実現 
・ 様々な医療情報の標準化推進プロジェクトや工業会活動での推進 
 



各標準化関連団体への参画 
  

標準化への取り組み 
ヘルスケアパッケージの標準化への推進  

4 Copyright 2016 FUJITSU LIMITED 

日本HL7協会 

中核病院 中核病院 

診療所 診療所 

診療所 

保健医療福祉情報システム工業会 

日本IHE協会 

医療情報システムにおける相互運用性の実証事業 
処方箋の電子化に向けた検討のための実証事業 
国立大学病院医療情報システムデータの遠隔バックアッププロジェクト 
医療情報データベース基盤整備事業（MID-NET） 
電子カルテデータ標準化等のためのIT基盤構築事業 
診療録直結型全国糖尿病データベース事業（J-DREAMS） 
慢性腎臓病統合データベース事業（J-CKD-DB）  など 

標準化を用いた事業への参画 

SS-MIXコンソーシアム 



 
 

診療所 

SS-MIXとIHE-Jの概念 
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内視鏡部門システム 

電子カルテシステム 臨床検査部門システム 

放射線部門システム 
SS-MIX 

SS-MIX 

SS-MIX 

SS-MIX 

SS-MIX 

大規模病院 

大規模病院 

中規模病院 

診療所 

地域連携システム 

・
・
・ 

IHE-J 

患者基本情報 
処方情報 
検査情報 
検査結果情報 など 

患者基本 
検査依頼 
受付 
検査結果 など 

医療施設間の連携 

医療施設内の連携 

地域連携システム 

SS-MIX 

小規模病院 

SS-MIX 

SS-MIX 

SS-MIX 

SS-MIX 

SS-MIX 

IHE-J 

PIX 
XCA 
etc 

SWF 
etc 

LTW 
LTW-MB 

etc 

EWF 
etc 

SS-MIX 
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IHE-Jの実装状況 



IHEに対する弊社の取り組み 
 標準的なワークフローを確立し、標準規格の適用ガイドラインを示すIHEの活動は、 

標準化を普及させる上で非常に有効と考えています。 
富士通は、2001年のIHE-J 発足当時から、技術検討委員会やCyberRad展示な
どの各種イベントに積極的に参画し、IHE-J の普及促進と自社製品への反映に取り
組んできました。 

 

 2003年度から始まったIHE-Jコネクタソンに毎年参加して合格すると共に医療機関
様への早期導入も実現しています。 

 

 2015年9月に行われたIHE-Jコネクタソン2015では、放射線、臨床検査、循環器、
内視鏡、ITインフラの5分野に 

  HOPE EGMAIN-GX （電子カルテシステム：HIS） 

  HOPE EGMAIN-LX （電子カルテシステム：HIS） 

  HOPE DrABLE-GX （放射線部門システム：RIS） 

  HOPE LAINS-GX （臨床検査システム：LIS） 

  HumanBridge EHR（地域医療情報システム） 

  で参加しています。 
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IHE-J 2015 コネクタソン 
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http://www.ihe-j.org/file2/n98/IHE-J2015ConnectathonResults20151130.pdf より抜粋 



 IHE 統合宣言書（IHE Integration 
Statement）は、製品のIHEテクニカル 
フレームワークへの適合性に関して記述した 
ドキュメントです。 

 

 関連する弊社システムのIHE 統合宣言書を
公開しています。 

 電子カルテシステム  HOPE EGMAIN-GX 

 医用画像ソリューション HOPE DrABLE-GX 

 臨床検査システム  HOPE LAINS-GX 
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IHE統合宣言書 
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http://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/healthcare/hcbrand/point/p06/index.html 



内視鏡分野 
（EISなど） 
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放射線分野 
（RIS、PACSなど） 
 

電子カルテシステム 

臨床検査分野 
（LISなど） 
 

循環器分野 
（CISなど） 
 

           ITインフラ 
 

HL7 

HL7 

HL7 

SWF（通常運用） 
PIR （患者整合） 

LTW/LTW-MB 
        （臨床検査） 
LBL（採取管準備） 

CATH（心カテ） 
ECHO（心エコー） 

EWF（通常運用） 
HL7 

共 

通 

基 

盤 

PAM（患者管理）、PDQ（患者問合せ）、CT（時刻同期） 

IHE-J 対象範囲の概要 
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分野 統合プロファイル （アクタ） 連携情報 

放射線部門 ＳＷＦ （ＡＤＴ、ＯＰ） 
患者属性情報、移動情報、 
検査依頼情報、検査受付情報、
検査実施情報 

循環器部門 
ＣＡＴＨ （ＡＤＴ、ＯＰ） 
ＥＣＨＯ （ＡＤＴ、ＯＰ） 

患者属性情報、移動情報、 
検査依頼情報、検査受付情報、
検査実施情報 

内視鏡部門 ＥＷＦ （ＯＰ） 
患者属性情報、移動情報、 
検査依頼情報、検査受付情報、
検査実施情報 

臨床検査部門 
 (検体検査、細菌検査） 

ＬＴＷ （ＯＰ、ＯＲＴ） 
ＬＴＷ－ＭＢ （ＯＰ、ＯＲＴ） 
ＬＢＬ （ＬＩＰ） 

患者属性情報、移動情報、 
検査依頼情報、検査受付情報、
検査結果情報 

ＩＴインフラ 
ＰＡＭ （ＰＤＳ、ＰＥＳ） 
ＰＤＱ （ＰＤＳ） 
ＣＴ （ＴｉｍｅＣｌｉｅｎｔ） 

患者属性情報、移動情報 

IHE-J 製品対応範囲 【HOPE EGMAIN-GX】 
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SS-MIX2の実装状況 



SS-MIX2 製品対応範囲 【HOPE EGMAIN-GX】 

電子カルテシステムに格納されているデータをSS-MIX2仕様書に 
準拠してSS-MIX標準化ストレージに出力 

•SS-MIX2標準化ストレージ仕様書 Ver.1.2c 

•SS-MIX2標準化ストレージ 構成の説明と構築ガイドライン Ver.1.2c 

•SS-MIX2拡張ストレージ 構成の説明と構築ガイドライン Ver.1.2c 

電子カルテのデータを可能な限り出力 

HL7で定義されているデータ長を超える場合には分割して出力 

オーダの付帯情報などHL7で明確に設定する定義がない項目については 
コメントとして出力 

標準マスタの積極活用 

 ICD10、HOT、JLAC10 などの実装 

  ⇒ 電子処方箋の実現に向けた標準用法規格の実装なども行っていく 
 

導入実績（2016年４月時点） 

       SS-MIX2：１０８施設  SS-MIX1：４５施設 
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SS-MIX2 製品対応範囲 【HOPE EGMAIN-GX】 

対応データ種別 
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患者基本情報、アレルギー情報、 病名 
担当医、 外来受付 
入院予定・実施、 退院予定・実施、 外出、 外泊、 帰院 
転科、 転棟、 転室、 転床 
食事 
処方オーダ・実施、 注射オーダ・実施 
検体検査オーダ、 検体検査結果 
放射線検査オーダ・実施、 内視鏡検査オーダ・実施、 生理検査オーダ 

標準化ストレージ 

カルテ２号用紙 
退院サマリ 
看護サマリ 

拡張ストレージへ格納 
 
HL7CDA R2形式 

拡張ストレージ 

標準ストレージ以外のデータを製品としてサポート 
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SS-MIX2 製品対応範囲 【HOPE EGMAIN-GX】 

拡張ストレージは標準ストレージとルートフォルダを分けて管理し、
「データ種別」までのフォルダ構造を同様の構造で構成 

拡張ストレージ 

標準ストレージ 拡張ストレージ 

患者ID先頭3桁～データ
種別までのフォルダ体系は、
標準ストレージと同様 

HL7ファイル 

患者番号先頭３バイト 

患者番号４バイトから６バイト 

患者番号 

診療日 

データ種別 

標準ストレージルートフォルダ 

患者番号先頭３バイト 

患者番号４バイトから６バイト 

患者番号 

診療日 

データ種別 

拡張ストレージルートフォルダ 

ファイル 

コンテンツフォルダ 
（キー情報） 

対応データ種別 
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SS-MIXの導入事例 



SS-MIXの利用シーン 
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データの２次利用 

複数の医療施設から診療情報を採取・分析
し診察における規則性・不規則性を見出す 

バックアップ情報としての活用 

災害時にベンダーの技術・製品に依存せずに
データを利用できる 

災害 

DB 

医療施設間のデータ相互参照 

各医療施設にて稼動するシステムに依存せず
に診療情報を共有できる 



地域医療ネットワーク ふじのくにねっと（静岡県） 
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 異なるベンダ間での患者IDの紐付を行い、SS-MIXを用いて病病連携、病診連携を実現 

 

 

http://jp.fujitsu.com/solutions/cloud/casestudies/shizuoka-pho/ 

参照医療機関 
 ・中核病院カルテ参照 

 ・Ｗｅｂ患者紹介 

 ・遠隔カンファレンス 等 

情報公開医療機関 
 ・診療情報公開・参照 

 ・地域連携業務支援 等 

■SS-MIX拡張ストレー
ジに格納することで看
護記録、サマリなども
連携を行っている 

リポジトリ 

医療施設間のデータ相互参照 

http://www.pref.nagasaki.jp/
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広域医療連携のご採用実績（HumanBridge） 

ゆけむり医療ネット 

まめネット 

あじさい 
ネットワーク 

ふくいメディカルネット 

晴れやかネット 

h-Anshinむこねっと 

ふじのくにねっと 

  信州メディカルネット 

金鯱メディネット 

とちまるネット 

KOMPAS 
(峡南地域) 

MMWIN 

たいせつ安心i医療ネット 

高岡れんけいネット 

キビタン健康ネット 

西北五地域保健医療圏 
地域医療連携 

☆ 

   奇兵隊ネット 

とびうめネット 

あわ西部ネット しまんとネット 

扇状地ネット 

30以上の広域ネットワークでご採用いただいております 

さんさんネット 

いつつばしネット 

びわ湖メディカルネット 

※点線：構築中 

☆ 他社システムと 
共存ネットワーク 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆  

☆ 

ありあけネット 

ときネット 

くじらネット 

べにばなネット 

となみ野メディカルネット 

あおもりメディカルネット 

フラネット 

K-MIX+ 
 ぎふ清流ネット ☆ 

☆ 

仮称）中空知医療圏 
地域医療ネットワーク 



愛知メディカルBCPネットワーク 

参加医療機関が災害時にデータの相互参照を実現 

     標準規約の採用により他ベンダー様にも対応 

バックアップＰＣの採用によりクラウドに接続できない場合でもSS-MIXデータの
参照が可能 

参加医療機関 

  ６病院（富士通：５病院） 
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http://pr.fujitsu.com/jp/news/2013/05/13-1.html 

災害時の診療情報参照（BCP） 



国立大学病院医療情報システムデータの遠隔バックアッププロジェクト 

診療データを東日本・西日本2ヶ所の遠隔地データセンター（北海道および 
九州）へバックアップ 

病院内でもノートPCに複製 

参加病院医療機関 

   全国42国立大学・46大学病院 

 

 

病名における歯式情報の組み込み 

    ZPD|1|101801^右側上顎第３大臼歯現存歯遠心頬側根^JHSD0010 

   ZPD|2|101702^右側上顎第２大臼歯現存歯近心頬側根^JHSD0010 

   ZPD|3|101620^右側上顎第１大臼歯欠損歯部分指定なし^JHSD0010 

診療科コードの統一 

⇒ SS-MIX2 Ver1.2c に反映 
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災害時の診療情報参照（BCP） 



電子カルテデータ標準化等のためのＩＴ基盤構築事業 

国立病院機構様（NHO）にて、異なる医療機関の電子カルテデータの２次 
利用活用に向けた標準化を実施 

標準コードへのマッピング、SS-MIX2標準化ストレージを用いて電子カルテデータ
を標準化し、その工程をドキュメント化し公開 

対象施設 

   ４１病院 （富士通：２１病院） 
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本部 向け開発 (正規化） 
 

パイロット 向け導入 
 

全病院 向け導入 
運用開始 

１Ｑ 

SS-MIX2導入 

標準コードマッピング 

2016年度 以降 
2016年度 

３Ｑ ２Ｑ ４Ｑ 
【ロードマップ】 

SS-MIX2導入 

標準コードマッピング 

SS-MIX2 開発 

標準コードマッピング手順整備 
分析システム導入 

パイロット展開 

全病院展開 

データの２次利用 



電子カルテデータ標準化等のためのＩＴ基盤構築事業 

バイタル情報をHL7 V2.5形式（OULメッセージ）で拡張ストレージへ出力 
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データの２次利用 

MSH  メッセージヘッダー 
PID  患者ＩＤ 
[ PV1 ]  来院情報 
ORC  共通オーダ 
  OBR  検査要求 
  { OBX } 検査結果 

メッセージ構造と使用セグメント 

OBX|1|NM|9P300000000000001^脈拍（測定部位記載なし、または不明）^JC10 
   ^A00600010^心拍数^99ZVT|1|70|(hb)^(hb)^ISO+|||||F|||20110127121800 
OBX|2|NM|9A755000000000001^収縮期血圧（その他）^JC10^A00600020^非観血(収

縮期)^99ZVT|1|70|mm(hg)^mm(hg)^ISO+|||||F|||20110127121800 
OBX|3|NM|9A765000000000001^拡張期血圧（その他）^JC10^A00600030^非観血(拡

張期)^99ZVT|1|70|mm(hg)^mm(hg)^ISO+|||||F|||20110127121800 
OBX|4|NM|9P100000000000001^体温（体温計による腋窩（記載なしを含む））^JC10 
      ^A00600040^体温(表皮)^99ZVT|1|36|cel^cel^ISO+|||||F|||20110127121800 



医療情報データベース基盤整備事業（MID-NET） 

独立行政法人医薬品医療機器総合機構様（PMDA）にて、協力医療機関の
投薬情報や検査結果の電子カルテデータ・レセプトデータを分析し、医薬品等の安
全対策を実施 

１，０００万人規模のデータを分析する事業 

全国に「医療情報データベース」を構築し、PMDA様の「情報分析システム」にて 
分析を行う 

協力施設 

   １０ヶ所の大学病院・グループ病院 （富士通：５病院） 
 

24 Copyright 2016 FUJITSU LIMITED 

データの２次利用 

 【ロードマップ】 

 
東大様 

 
九州大様 
佐賀大様 
香川大様 
東北大様 

2014年度 

４病院展開 

運用開始 
 

標準データ出力PG 
保守開始 

標準データ出力PG構築 

2017年度 2013年度 2012年度 2011年度 2016年度 2015年度 

標準コードマッピング 

標準データ出力PG構築 

標準コードマッピング 

品質管理調査 
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標準化を推進する上での苦労 

標準規格のあいまいさ 

日付の概念 

  診療日 ＝ オーダの入力日時？ 

          オーダの実施予定日時？ 

          オーダの更新日時？         

 

食事のタイミング 

  朝、昼、夕の組合せの表現方法が複数存在 

 

 ⇒ ベンダーによって解釈が異なる部分があった 

 ⇒ SS-MIX2 Ver.1.2c にて明確化 
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標準化を推進する上での苦労 

部門システムで発生したデータ 

検査結果値の扱い 

  分析装置などから送信される検査結果値については、データ 
  真正性の担保を考慮して、それを受信するシステム側では 
  加工せずにそのままシステムに保存する 

  地域連携システムなどで参照する場合には問題ないが、 
  データ分析で使用する場合には問題となる可能性がある 

 

   検査結果値 「3.8以下」  

    ・ 参照では「3.8以下」をそのまま表示するため問題なし 

    ・ データ分析では「3.8以下」 が 「3.8」 と 「以下」 に 
     分離されていないと使用できない   
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標準化を推進する上での苦労 

病名情報 

電子カルテシステムでは病名オーダとして入力 

  SS-MIXでは、オーダ情報は１オーダ＝１メッセージ＝１ファイル 
  で出力することが基本であるが、複数の病名情報全てを1ファイル 
  にまとめて出力 

  ⇒ 地域連携など参照システムでの扱いが容易に 

 

転帰日、終了日 

  システムや病院様の運用による差異がある 

   転帰日 ≠ 終了日 
   転帰日 ＝ 終了日 
 

 



28 Copyright 2016 FUJITSU LIMITED 

最後に 

医療の発展に相互運用性の担保、それを実現するための医療情報
の標準化は必要不可欠です 

 

今後も行政や学会、各標準化団体とも密接に連携しながら、医療
情報の標準化を推進するとともに、その普及に、富士通は貢献して
まいります 
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